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研究の概要： 

はじめに 

 岩手県三陸海岸では，リアス式の入り組んだ

湾形に加え湾口防波堤や防潮堤が複雑に配置し

ており，遡上・氾濫した津波の挙動は極めて複

雑である．このため，既に著者らが実施した湾

奥周辺における津波痕跡高さの調査においても，

隣接した異なる湾の間ではもちろん，たとえ同

じ湾内であっても氾濫した津波の遡上高や氾濫

流速が局所的に大きく異なっていたことが明ら

かとなっている． 

 

調査目的 

 このように地域によって大きく異なる津波の

伝搬・氾濫特性を正確に把握することは，それ

ぞれの地域・町の特性に合わせたソフトとハー

ド両面での防災対策を再構築する上で本質的に

重要であると考えられる．本調査では，調査対

象地点として岩手県三陸海岸の複数湾に焦点を

当て，特に陸路からのアクセスが困難であった

湾口周辺における痕跡高を計測する．これによ

り，湾口防波堤や防潮堤の内外における津波痕

跡高を俯瞰し，これらの防護構造物の効果を検

証するとともに，湾内における津波の挙動をよ

り正確に把握することを主目的とする． 

 

調査方法 

 調査は津波痕跡が急速に消滅しつつある状況

を鑑み，2011 年 4 月 10 日～14 日に緊急的に実

施した．対象地点は申請者らが既に湾奥低平地

広田湾(陸前高田)とし，陸上部からのアクセス

が復旧した地点については RTK-GPS 等を用い

て効率的に痕跡高を計測した(写真-1)．一方，陸

路でのアクセスが困難であった釜石，両石，綾

里の各湾においては，小型船を用いて岸に近づ

き，明確な痕跡の見られた地点ではゴムボート

に乗り換えて上陸し，直接痕跡高の計測を行っ

た(写真-2)．これらの地点では RTK-GPS による

計測が困難であったため，レーザー距離・高度

計を用いて海面から痕跡までの高さを計測した

(写真-3)． 

 また陸前高田においては，気仙川からの遡

上・氾濫を含み特に複雑な氾濫が見られたため，

痕跡高に加えて流跡調査も併せて実施した． 

 

主要な調査結果 

両石・釜石湾における津波痕跡高分布 

釜石および両石湾における津波痕跡高の計測結

果を図-1 に示す．図中の赤字および赤い棒グラ

写真-1 陸前高田における津波遡上端での標高計測 



フは津波遡上高(その地点での浸水深がゼロ)を

示し，青字および青い棒グラフは津波浸水高を

示している．またここで示された標高は標高計

測時における天文潮位に基づき補正した

図-1 釜石湾・両石湾における津波痕跡高の計測結果 

写真-2 小型船およびゴムボートによる湾口部周辺での痕跡調査(両石湾) 

写真-3 両石湾口部・大仮宿における痕跡 



TP+0m を基準とした標高を示している． 

 図に見られるように，特に湾奥部では両石湾

の方が釜石湾よりも大きな津波痕跡高が計測さ

れた．しかしながら，湾口防波堤の沖側では釜

石湾周辺でも25～30m程度と両石湾の湾口部と

ほぼ同程度の痕跡高が計測された．一方で，釜

石湾口防波堤の内側では全域的に痕跡高が 10m

程度以下となった．以上より，実際に計測した

痕跡高の分布からも釜石湾口防波堤による津波

の低減効果が明らかとなった．しかしながら，

明治三陸津波の来襲時にも両石湾奥では釜石湾

奥よりも有意に高い津波痕跡高が記録されてい

ることも勘案し，湾口防波堤による定量的な津

波低減効果については，数値解析等による詳細

な分析が必要であると考えられる． 

 

綾里湾における津波痕跡高分布 

 釜石・両石湾と同様に，綾里湾における津波

痕跡高の分布を図-2 に示す．綾里湾においては

湾の北側と南側で痕跡高に違いが見られ，さら

にV字型の湾奥部で津波痕跡高が増大する傾向

も見られた．また，図に示した白浜海岸・白浜

写真-4 綾里湾白浜海岸における津波来襲時の状況 

白浜海岸 

図-2 綾里湾における津波痕跡高の計測結果 



漁港が位置する湾奥部南側では局所的に津波痕

跡高が大きく増幅していることも明らかとなっ

た．特に白浜海岸では津波来襲時における動画

(写真-4)が残されており，特に津波来襲時には白

浜海岸近傍で激しく変動していたことが明らか

となっている．調査を通じて明らかとなった湾

奥部での局所的な津波痕跡高の増大については，

湾奥部の地形や漁港防波堤，津波防波堤と来襲

した津波との相互作用に関して，動画解析や数

値解析に基づくより詳細な検討を行う必要があ

る． 

 

陸前高田における流況調査 

 図-3 に陸前高田周辺(広田湾)における津波痕

跡高の分布を示す．図に見られるように，痕跡

高は湾奥の特に東側で増大する傾向が見られる

が，これは陸前高田西側には気仙川が位置して

おり，津波氾濫域も北側奥まで大きく広がって

いることにも起因していると考えられる．また

陸前高田では海岸線周辺の津波浸水高よりも山

裾での遡上高の方が大きくなる傾向が見られ，

津波による流体力が大きく減じることなく氾濫

域を襲ったことが推測される． 

 次に，陸前高田の氾濫域における鉄筋等の傾

倒方向から推定した氾濫流の流向の平面分布を

図-4 に示す．本調査では，流向の推定に構造物

の倒壊に伴う鉄筋の傾倒方向などを用いたため，

押し波時の大きな外力を伴う氾濫流の流向が計

測されていると考えられる．図に見られるよう

に，図の西側(左側)に流れる気仙川周辺では，

図-3 陸前高田(広田湾)における津波痕跡高の計測結果 
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気仙川からの氾濫によると考えられる北東向き

(右上向き)の流跡(赤い矢印)が見られる．この領

域では，海岸線から直接来襲した津波による流

跡痕も見られ，気仙川周辺では非常に強く複雑

な流れが形成されていたことが推測される．ま

たこれらの強い外力による流跡は平野部の山裾

近傍においても観測されたことから，津波によ

る氾濫流が強い流体力を保ったまま山裾部周辺

まで遡上したことが推定される．これらの流れ

場については，今後数値解析等を通じてより詳

細な分析を行う予定である． 

 

おわりに 

湾形や防波堤，湾奥部での氾濫領域の標高・面

積等が異なる両石，釜石，綾里，広田湾におけ

る津波痕跡高および，流跡流向調査を実施した．

それぞれの湾において，津波外力の局所的な集

中が見られた．以上の調査は，巨大津波の来襲

直後に実施する世界的にも希少なデータを取得

するものであり，取得データは東京大学海洋ア

ライアンスの名を付して公開することにより，

広く社会に還元する予定である． 

 

関連情報： 

公表論文・成果発表リスト(2011 年 10 月現在) 

Liu H., Shimozono, T., Takagawa, T., Okayasu, A., 

Fritz H.M., Sato, S., and Y. Tajima (2011): 2011 

Tohoku tsunami survey and its historical comparison 

at Rikuzentakata. AGU Fall Meeting, San Francisco, 

USA.  

Liu H., Takagawa, T., Tajima, Y., Sato, S., 

Shimozono, T., Okayasu, A., and H.M. Fritz (2011): 

A brief overview on the post-tsunami survey in the 

Sanriku Coast, Japan. Proceedings of the 6th Int. 

Conf. on Asian and Pacific Coasts (in press). 

 

図-4 陸前高田における氾濫流跡から計測した流向の平面分布 


